
 

 

生きものの“つぶやき”： 

「吾輩は館林市の眠り猫である」 

 

エッセイ： 

館林市のつつじが丘公園内にいる地域猫達です。地域猫とは「飼い猫ではないけれど地域の

皆で見守ってあげる猫」の事です。繁殖しないように手術をしてあげた証に耳に切り込みを

入れてあるのが特徴で、その耳の形から『さくら猫』とも呼ばれています。このつつじが丘

公園の地域猫達もボランティアの人達がお世話をしてくれているので、みんなのんびり幸

せそうに暮らしています。春の穏やかな日差しの中で昼寝をしているにゃんこ。僕も穏やか

な気持ちでにゃんこ達を眺めていたら、そこに、丁度よく頭上にツツジの花が落ちてきてき

ました。これはまさしく『館林の眠り猫！』と急いでシャッターを切りました。(281字) 

 

生きものの紹介： 

イエネコ（家猫）：肉食目ネコ科ネコ属。 

 

撮影場所・日時： 

つつじが丘公園 2024年 4月 23日 

 



応募者の自己紹介： 

1. 氏名：島村 光 

2. 高校・学年：佐野日本大高等学校・1年 

3. 所属：水泳部 

 

審査員からのコメント： 

ツツジのリボンをつけてどんな夢を見ているのだろう。 

ずっと穏やかに生きてほしいです 


